
メディカル・データ・ビジョン株式会社

令和新時代
医療への事務的アプローチ

連　載

「慈生会だより」を制作しています。
　患者さまは、例えば医師とであれば、診察室などでほ
んの短い時間しか話すことができません。また、看護師
や薬剤師、さらには理学療法士と
いったほかの医療職や事務系の職
員などとも接すると思いますが、
患者さまの生活の中では、基本的
に限られた時間です。人の命を
扱っているだけに病院・介護施設
のスタッフは日々、懸命に業務を

思いを伝える広報誌づくりを目指して
　インタビューにあたり、大島さんは下記のように語り
ました。
　大学院卒業後、教員養成の大学で舞踊教育学の教鞭を
とり、体操やダンスのようなノンバーバル（言葉を使わ
ない）コミュニケーションで表現することを仕事にして
いた私は、５年前に慈生会に入職しました。本会広報部
に所属しています。病院・介護施設のスタッフが懸命に
医療や介護に取り組むリアルな姿を患者さまや利用者さ
ま、さらにはご家族に伝えたいとの思いを胸に、広報誌

広報室　君塚　靖

広報誌は病院・介護施設スタッフの思いを伝えるツール
「慈生会だより」を制作するうえで大切にしていること

第 58 回

　社会医療法人慈生会経営企画室広報部の大島茉野さんにインタビューしました。

▲大島氏
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　大島さんは、「最新鋭の医療機器を導入しましたといっ
たお知らせにとどまらず、病院職員一人ひとりの医療へ
の思いが満載された誌面にしたいと考えています。その
思いが通じたのか、最近、患者さまから感想メールをい
ただけたのが、何よりの喜びでした」と話しています。
　誌面構成はいたってシンプルにするように配慮されて
います。表１とされる表紙は、患者さまや利用者さま、
さらにはご家族の目を引くように写真を配置して、表４
とされる最後のページには、本院の等潤病院、等潤メディ
カルプラザ病院、それぞれ各科、等潤メディケア診療所
の医師の外来受診表を掲載しています（図表２：46頁）。
　冊子のページをめくっていくと、巻頭言から始まり、
特定の疾患を取り上げた「症状・症例ガイド PICK 
UP！ 」と続きます（図表３：46頁）。また、患者の療
養に食の話題は欠かせないとして、「管理栄養士が教え
る！ 　健康食生活のススメ」、さらに、慈生会の現場

“人”ゲンバビト」は定番のページになっています。こ
の冊子の構成はもともと、伊藤理事長のアイデアがベー
スになっているそうです。

しています。時にそれは、気ぜわしい状況になってしま
います。そういった中にいると患者さまは、戸惑いを覚
えると思います。病院・介護施設のスタッフが、本当は
患者さまや利用者さま、さらにはご家族のことをしっか
りと真剣に考えているのに、それがうまく伝わらず、勢
い、ネガティブな印象を与えることも少なくありませ
ん。その溝を埋めるために「慈生会だより」があると考
えています。
　また、病院・介護施設のスタッフは多忙な毎日を送っ
ているだけに、自部署以外に関心を持つ余裕がありませ
ん。そこで、慈生会だよりを給与明細とともに職員に配
布する取り組みも始めました。グループ内の情報連携を
支援するツールとしての役割も担っていると信じています。

目を引く表紙の写真は副院長が撮影、 
外来受診表は見やすいよう配慮

　慈生会だよりは、年４回発行で最新号は2026年新春
の54号となります。等潤病院は1974年10月に足立クリ
ニックとして開設したのが始まりで、現在までに50余
年の歴史があるものの、広報誌の歴史は約15年と決し
て長くはありません。
　慈生会だよりは長らく、Ａ３の１枚をＡ４サイズに折
り込んだ４ページ仕立てでしたが、2022年の45号から
６ページに増やして、51号（８ページ）には現在とほ
ぼ同じ冊子のような体裁になりました。本記事で冒頭に
インタビューに応じていただいた大島さんは編集長であ
り、発行人として慈生会だよりの責任者です。
　最近の慈生会だよりでは、等潤病院副院長で等潤メ
ディケア診療所所長の谷口泰之先生が撮影した写真が表
紙を飾るようになりました（図表１）。大島さんは、「谷口
先生の写真を表紙に採用させていただいたのは、先生の
才能を皆さまにお伝えしたいということだけでなく、慈
生会だよりをまず手にしてもらい、自宅に持ち帰ってい
ただきたいとの目標があったからです」と語っています。
　グループ内の広報委員会が発行する慈生会だよりの編
集コアメンバーは６人。それぞれ法人事務局、病院医事
課や介護老人保健施設（老健）イルアカーサ事務局など
に属しています。広報委員会は年間スケジュールを決め
る中で、各号でフォーカスするテーマを決めています。

図表１ 副院長の写真が目を引く表紙

ご予約・救急外来は

患者サポートセンターは

外 来 受 診 表
受付時間 午前／ ： 〜 ：

午後／ ： 〜 ：
休診日 日曜・祝日

巻頭言

症状・症例ガイド

特集

理事長コラム

撮影：谷口泰之（等潤病院副院長・等潤メディケア診療所所長）

慈 生 会 だ よ り

慈生会だより 号 年秋号／発行者：大島茉野 発行所：社会医療法人慈生会経営企画室 編集：広報委員会 〒 東京都足立区一ツ家 発行日 年 月 日

慈生会の「今」を伝える／小川剛史（等潤病院外科医長）

！「狭心症」／青木貴紀（等潤病院循環器内科）

教えてドクター！／德植一樹（等潤病院脳神経外科）

どくとるまーしぃの外科医、理事長、ときどき、祭り。
／伊藤雅史（社会医療法人慈生会理事長・等潤病院院長）

特特集集 トトーータタルルリリハハビビリリケケアア

月 火 水 木 金 土

谷口 山口 谷口 日下 久野木 鈴木
呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

緩和ケア
外科

消化器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

山口 杉山(瑞) 久野木 佐々木 青木 安部（衣）
呼吸器内科
一般内科

神経内科(認知症)
一般内科

消化器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

阿部（大） 西島 新井 杉山(瑞) 岡田
血液内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

神経内科(認知症)
一般内科

呼吸器内科
一般内科

本田 寺嶋 齋藤（宏）
循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

糖尿病内科
一般内科

松岡
循環器内科
一般内科

青木 沖田 青木 小野 鈴木 山口
循環器内科
一般内科

一般内科
循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

葛原 久保田 鈴木 佐々木 齋藤（宏） 阿部（大）
腎臓内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

糖尿病内科
一般内科

血液内科
一般内科

阿部（大） 佐藤 松岡
血液内科
一般内科

腎臓内科
一般内科

循環器内科
一般内科

武内 杉山(瑞) 　
呼吸器内科
一般内科

神経内科(認知症)
一般内科

沼部
循環器内科
一般内科

月 火 水 木 金 土

午前
西
富

伊藤(雅)
小関

西
渡邉

仁瓶
富

交代制
(※1）

吉井

午後 渡邉
小関
勝谷

吉井
石川

仁瓶
交代制
（※1）

交代制
（※1）

午前 叶（健診） 叶 叶

午後 叶 叶（健診） 叶（健診）

午前 堀越 江面 大澤 中山
小川
樋口

午後 堀越 江面 大澤 小川 樋口

午前 德植 石井 德植 石井 石井 德植

午後 杉山(夏) 田村

月 火 水 木 金 土

午前 安田

午後 安田 田中 松本(※3)

皮膚科
午前
午後 伊藤(聖) 伊藤(聖)

リウマチ科 午後 川口(※2)

放射線科
午前
午後 前嶋 前嶋 前嶋 前嶋 前嶋 交代制

午前 久野木 髙橋 石川 久野木 小関 富

午後 小関 小関 久野木 久野木

月 火 水 木 金 土

緩和ケア
センター等潤

午前
叶

黒川
黒川
葛原

黒川
小林

黒川 柳澤 國本

午後 黒川 黒川
叶

黒川
小林

黒川
叶

柳澤
國本

腎センター
等潤

午前
午後 葛原 佐藤 葛原 伊藤(雅) 葛原 伊藤(雅)

月 火 水 木 金 土

総合診療科
※完全予約制

午前 宮﨑 谷口

午前
沖田
丸島

杉山(夏) 延廣

午後 日下 丸島
日下

（隔週）
西山

杉山(瑞)
日下

交代制
注）学会参加等により、休診・代診や一部変更の可能性がございます。最新情報はホームページをご確認ください。

等潤メディカル

プラザ病院  ※外来受付は等潤病院で承ります

患者サポートセンターにお問合せください

健診センター
等潤

等潤メディケア

診療所

訪問診療

脳神経外科

　 ※1 交代制のため、担当は直接病院受付にお問い合わせ下さい

等潤病院

その他診療科

泌尿器科

内視鏡
センター

※2 第2,4週　 ※3 第3週

等潤病院

外科系

外科

乳腺外科

整形外科

等潤病院

内科系

内科

午前

午後
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ICT（情報通信技術＝Information and Communication 
Technology）、53号では「トータルリハビリケア」で
した（図表４）。54号では、「緩和ケア」を取り上げて
います。
　慈生会の ICT は、地域の病院の中で群を抜いていま
す。慈生会が ICT 化を加速化させるきっかけとなった
のは、社会医療法人財団董仙会（石川県七尾市、神野正
博理事長）恵寿総合病院と、社会医療法人高橋病院（北
海道函館市、高橋肇理事長）の視察でした。2011年に
伊藤理事長自らが視察されたとのことです。董仙会で
は、慈生会と同様にメディカル・データ・ビジョンの
PHR システム「カルテコ」が稼働しています。董仙会、
高橋病院、それぞれの法人は、医療・介護の ICT 化に
対して先進的に取り組んでいました。
　視察後すぐに慈生会のグループ施設での ICT 化に着
手。病院、診療所、老健施設を始めとする介護事業所、
訪問診療などで電子カルテ・介護システムの相互連携・
情報共有化を始めました。また電子カルテと連動して、

スマホ世代を強く意識した工夫
　慈生会だよりは、スマートフォン世代を強く意識した
誌面になっています。伊藤理事長の健康のおはなし「理
事長コラム」のほか、慈生会の医師の外部講演があれ
ば、二次元コードで閲覧できるようにしています。
　伊藤理事長を公式キャラクター「どくとるまーしぃ」
というキャラクターにして、患者やその家族に身近に感
じてもらえるようにも工夫しています（図表３）。
　また、慈生会本院の等潤病院、等潤メディカルプラザ、
健診センター等潤、老健イルアカーサ、看護部、総合リ
クルート、それぞれのサイトに円滑に流入を促すように
各サイトの二次元コードを誌面に配置しています。
　さらに、公式 Instagram を立ち上げて、年４回の慈
生会だよりで追いきれない最新情報をアップデートして
います。

毎号の特集を充実
　毎号、力を入れているのが特集です。最近の52号では、

図表３ 「症状・症例ガイド PICK UP！ 」
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折
を
受
傷
す
る
と
、
骨
折
観

血
的
手
術
（
ギ
プ
ス
固
定
で
は
治
療
が

困
難
な
複
雑
な
骨
折
や
重
度
の
骨
折
）

後
す
ぐ
に
以
前
の
よ
う
な
生
活
が
送
れ

た
り
、
即
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
が
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
歩
行
訓

練
や
日
常
生
活
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
動

作
の
練
習
を
行
い
、
徐
々
に
ハ
ー
ド
ル

を
上
げ
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
を
目

指
す
た
め
の
過
酷
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
現
在
、
６
５
歳
以
上
の
高

齢
者
は
３
６
２
４
万
人
、
日
本
の
総
人

口
の
３
割
と
言
わ
れ
、
高
齢
者
の
骨
折

は
必
然
と
多
く
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の

社会医療法人慈生会等潤病院
公式キャラクター

「どくとるまーしぃ」

健康のおはなし

し
ま
す
。
日
本
整
形
外
科
学
会
で
は
、

運
動
器
の
障
害
の
た
め
に
立
っ
た
り
歩

い
た
り
す
る
た
め
の
身
体
能
力
（
移
動

機
能
）
が
低
下
し
た
状
態
を
「
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
ロ
コ
モ
、
ま

た
は
運
動
器
症
候
群
）
」
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
英
語
で
移
動
を
表
す
「
ロ
コ

モ
ー
シ
ョ
ン
（

）
」
、
移

動
す
る
た
め
の
能
力
を
表
す
「
ロ
コ
モ

テ
ィ
ブ
（

）
」
か
ら
の
造

語
で
す
。
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
チ
ェ
ッ
ク
に
は
、
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク

と
ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
（
編
集
部
注
：
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
➀
）
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、
ご
自
身
の

身
体
能
力
を
把
握
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
結
果
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
厚
生
労
働
省
は

運
動
と
食
事
の
対
策
を
挙
げ
て
い
ま
す

（
編
集
部
注
：
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
➁
）
。

な
に
よ
り
転
倒
を
予
防
し
、
３
大
骨

折
を
発
症
す
る
こ
と
な
く
、
無
事
な
日

常
生
活
が
送
れ
る
こ
と
が
一
番
の
理
想

で
、
こ
れ
も
リ
ハ
ビ
リ
の
一
つ
で
す
。

中
国
の
格
言
に
、
「
上
医
は
い
ま
だ

病
ま
ざ
る
も
の
の
病
を
治
し
、
中
医
は

病
ま
ん
と
す
る
も
の
の
病
を
治
し
、
下

医
は
す
で
に
病
み
た
る
病
を
治
す
」
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
当

院
ス
タ
ッ
フ
も
、
予
防
医
学
を
行
う
上

医
の
立
場
で
も
、
患
者
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

狭心症

血管の内側が狭くなり血流が低下して酸素が不足した状態

狭心症とは、心臓に血液を送る血管 冠動脈 が狭くなり、十
分な酸素やエネルギー源が供給されなくなることによって、胸
の痛みや圧迫感などの症状が生じる病気です。当院の循環器内
科では、血液検査やレントゲン、心電図、心臓超音波検査など
に加え、冠動脈 と呼ばれる検査も可能で、予防についても力
を入れています。

①ロコモ
（日本整形外科学会）

②スマート・ライフ・
プロジェクト
（厚生労働省）

図表２ 外来受診表

ご予約・救急外来は

患者サポートセンターは

外 来 受 診 表
受付時間 午前／ ： 〜 ：

午後／ ： 〜 ：
休診日 日曜・祝日

巻頭言

症状・症例ガイド

特集

理事長コラム

撮影：谷口泰之（等潤病院副院長・等潤メディケア診療所所長）

慈 生 会 だ よ り

慈生会だより 号 年秋号／発行者：大島茉野 発行所：社会医療法人慈生会経営企画室 編集：広報委員会 〒 東京都足立区一ツ家 発行日 年 月 日

慈生会の「今」を伝える／小川剛史（等潤病院外科医長）

！「狭心症」／青木貴紀（等潤病院循環器内科）

教えてドクター！／德植一樹（等潤病院脳神経外科）

どくとるまーしぃの外科医、理事長、ときどき、祭り。
／伊藤雅史（社会医療法人慈生会理事長・等潤病院院長）

特特集集 トトーータタルルリリハハビビリリケケアア

月 火 水 木 金 土

谷口 山口 谷口 日下 久野木 鈴木
呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

緩和ケア
外科

消化器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

山口 杉山(瑞) 久野木 佐々木 青木 安部（衣）
呼吸器内科
一般内科

神経内科(認知症)
一般内科

消化器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

阿部（大） 西島 新井 杉山(瑞) 岡田
血液内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

神経内科(認知症)
一般内科

呼吸器内科
一般内科

本田 寺嶋 齋藤（宏）
循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

糖尿病内科
一般内科

松岡
循環器内科
一般内科

青木 沖田 青木 小野 鈴木 山口
循環器内科
一般内科

一般内科
循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

葛原 久保田 鈴木 佐々木 齋藤（宏） 阿部（大）
腎臓内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

糖尿病内科
一般内科

血液内科
一般内科

阿部（大） 佐藤 松岡
血液内科
一般内科

腎臓内科
一般内科

循環器内科
一般内科

武内 杉山(瑞) 　
呼吸器内科
一般内科

神経内科(認知症)
一般内科

沼部
循環器内科
一般内科

月 火 水 木 金 土

午前
西
富

伊藤(雅)
小関

西
渡邉

仁瓶
富

交代制
(※1）

吉井

午後 渡邉
小関
勝谷

吉井
石川

仁瓶
交代制
（※1）

交代制
（※1）

午前 叶（健診） 叶 叶

午後 叶 叶（健診） 叶（健診）

午前 堀越 江面 大澤 中山
小川
樋口

午後 堀越 江面 大澤 小川 樋口

午前 德植 石井 德植 石井 石井 德植

午後 杉山(夏) 田村

月 火 水 木 金 土

午前 安田

午後 安田 田中 松本(※3)

皮膚科
午前
午後 伊藤(聖) 伊藤(聖)

リウマチ科 午後 川口(※2)

放射線科
午前
午後 前嶋 前嶋 前嶋 前嶋 前嶋 交代制

午前 久野木 髙橋 石川 久野木 小関 富

午後 小関 小関 久野木 久野木

月 火 水 木 金 土

緩和ケア
センター等潤

午前
叶

黒川
黒川
葛原

黒川
小林

黒川 柳澤 國本

午後 黒川 黒川
叶

黒川
小林

黒川
叶

柳澤
國本

腎センター
等潤

午前
午後 葛原 佐藤 葛原 伊藤(雅) 葛原 伊藤(雅)

月 火 水 木 金 土

総合診療科
※完全予約制

午前 宮﨑 谷口

午前
沖田
丸島

杉山(夏) 延廣

午後 日下 丸島
日下

（隔週）
西山

杉山(瑞)
日下

交代制
注）学会参加等により、休診・代診や一部変更の可能性がございます。最新情報はホームページをご確認ください。

等潤メディカル

プラザ病院  ※外来受付は等潤病院で承ります

患者サポートセンターにお問合せください

健診センター
等潤

等潤メディケア

診療所

訪問診療

脳神経外科

　 ※1 交代制のため、担当は直接病院受付にお問い合わせ下さい

等潤病院

その他診療科

泌尿器科

内視鏡
センター

※2 第2,4週　 ※3 第3週

等潤病院

外科系

外科

乳腺外科

整形外科

等潤病院

内科系

内科

午前

午後
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た取り組みを「トータルリハビリケア」と名付けていま
す。急性期、回復期、生活期（維持期）、訪問、それぞ
れのステージのリハビリテーションをシームレスに提供
しようというものです。二次救急の指定を受けている等
潤病院が、患者の早期在宅復帰を進めるうえで、病院と
在宅との中間施設である老健「イルアカーサ」との連携
をより強化し、デイケア、デイサービスを新規に設置す
ることで、患者の在宅での日常生活の質の向上を目指し
ています。さらに、住宅型有料老人ホーム「やすらぎ
ホーム常楽」も新設し、ゆっくり余生を過ごしてもらう
住まいも完備しています。
　デイケアにおける、トータルリハビリケアの具体的な
取り組みとしては、高齢者の生活意欲や自立意識を高め
ることを狙いにした「おとなの学校」を開催していま
す。おとなの学校とは主に高齢者施設でできる学校形式
のアクティビティで、特別な教科書を使った授業は職員
のアイデアで五感を用いたり ICT を活用したりしなが
ら回想法や運動を実施。おとなの教科書は外部教材です
が、収録されている体操は大島さんが振付と歌詞を考案
したという縁があったそうです。🅜

ベッドサイドの患者やその家族が、提供された医療の内
容、つまり、処方や検査結果、バイタルサインなどが分
かるようにしました。現在はベッドサイドのタブレット
で閲覧が可能です。
　慈生会は2023年９月、地域医療における病院の未来
の姿を示す「等潤メディカルプラザ」をオープンしまし
た。同プラザは、医療・健康・介護の複合施設で、現在、
等潤病院に併設されている健診センター等潤を拡充させ
るのを軸に、緩和ケアセンターを新設、腎センターと
いった病院機能を移設して拡大、リハビリテーションを
強化するために通所リハビリテーション、通所介護（デ
イサービス）などの機能を持っています。
　等潤メディカルプラザでは、リハビリテーションにも
力を入れています。医師によって専門的なリハビリテー
ションが必要だと判断された要介護者が身体機能向上を
目指す通所リハ「いきいき倶楽部等潤（デイケア）」、要
介護者が自宅で自立した生活を送れるよう支援する通所
介護「わくわく倶楽部等潤（デイサービス）」を新設し、
すでにある本院の等潤病院と老健イルアカーサとの連携
を強化しています。
　慈生会では、これらのリハビリテーション強化に向け

図表４ 特集ページ

慈
生
会
の
「
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」

の
中
核
を
担
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
。

病
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
日
常
生
活
を
取
り

戻
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
い

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
一
人

一
人
の
生
活
や
人
生
に
寄
り
添
い
、
多
職

種
の
専
門
家
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
の
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（

以
下
、
リ
ハ
ビ
リ
）
で
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、

リ
ハ
ビ
リ
と
は
「
医
学
的
、
社
会
的
、
教

育
的
、
職
業
的
手
段
を
組
み
合
わ
せ
、
か

つ
相
互
に
調
整
し
て
、
訓
練
あ
る
い
は
再

訓
練
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
者
の
機

能
的
能
力
を
可
能
な
最
高
レ
ベ
ル
に
達
せ

し
め
る
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
は
け
が
や
病
気
の
治

療
状
況
に
よ
っ
て
、
急
性
期
（
手
術
直
後

や
発
症
早
期
の
症
状
安
定
を
図
る
）
、
回

復
期
（
治
療
が
終
わ
っ
て
日
常
生
活
に
必

要
な
動
作
を
獲
得
す
る
）
、
生
活
期
（
退

院
後
に
社
会
生
活
へ
の
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
）
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
宅
で
の
生
活
や
社

会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
に
、
自
宅
に
訪

問
し
た
り
、
通
っ
て
参
加
し
た
り
す
る
介

護
リ
ハ
ビ
リ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
、
患
者
様
・
利
用
者

様
の
思
い
を
受
け
と
め
、
一
人
一
人
の
「

こ
う
な
り
た
い
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

心
を
動
か
し
体
を
動
か
す
慈
生
会
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
わ
れ
わ
れ
は
独
自

に
「
ト
ー
タ
ル
リ
ハ
ビ
リ
ケ
ア
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

今
回
は
、
等
慈
さ
ん
（
仮
名
）
の
視
点

を
通
し
て
、
慈
生
会
の
「
ト
ー
タ
ル
リ
ハ

ビ
リ
ケ
ア
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ー
ン
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

◇

◇

◇

ね
！
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

入
院
か
ら
約
２
週
間
で
３
階
の
回
復

期
病
棟
に
移
り
、
リ
ハ
ビ
リ
中
心
の
生

活
と
な
り
ま
し
た
。
等
慈
さ
ん
は
懸
命

に
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
み
、
い
つ
し
か

車
い
す
に
乗
っ
て
ベ
ッ
ド
を
離
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
主

治
医
よ
り
退
院
後
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
が
望
ま
し
い
と
い
う
助
言
が
あ
り
、

患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が

ご
家
族
に
電
話
し
、
要
介
護
認
定
の
申

請
を
勧
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
潤
子
さ

ん
は
面
会
の
帰
り
に
病
院
の
目
の
前
に

あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
一
ツ
家

に
行
き
、
介
護
の
相
談
や
介
護
保
険
に

関
す
る
説
明
を
受
け
、
介
護
認
定
申
請

を
行
い
ま
し
た
。

◇

◇

◇

等等
潤潤
病病
院院
で
は
、
急
性
期
（
２
・
４

階
病
棟
）
か
ら
回
復
期
（
３
階
病
棟
）

ま
で
一
貫
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
急
性
期
の
リ

ハ
ビ
リ
は
、
機
能
回
復
を
望
む
上
で
大

切
な
時
期
と
な
り
、
い
か
に
早
期
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
を
開
始
す
る
か
が
重
要
で
、

入
院
３
日
目
ま
で
に
開
始
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で

は
そ
れ
が
９
８
％
超
え
（
２
０
２
４
年

６
～

月
）
で
達
成
し
て
お
り
、
患

者
様
の
退
院
後
の
生
活
を
見
据
え
、
医

師
・
看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、

患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
職
種

で
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
患
者
様
と
ご

家
族
を
支
え
て
い
き
ま
す
。

◇

◇

◇

歳
の
等
慈
さ
ん
は
、
妻
潤
子
さ

ん
と
二
人
暮
ら
し
。
定
年
を
延
長
し
て

働
き
な
が
ら
、
孫
の
世
話
を
す
る
の
が

生
き
が
い
で
す
。
健
診
で
は
血
圧
が
高

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
丈
夫
な
体

が
自
慢
で
病
院
に
は
か
か
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
あ
る
日
、
仕
事
か
ら
帰
宅

す
る
と
玄
関
で
倒
れ
て
し
ま
い
、
救
急

車
で
搬
送
さ
れ
た
等
潤
病
院
で
、
脳
梗

塞
の
診
断
を
受
け
て
入
院
を
す
る
こ
と

に
。
幸
い
命
に
別
状
は
な
か
っ
た
も
の

の
左
半
身
に
重
い
ま
ひ
が
残
り
、
一
人

で
歩
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【
急
性
期
か
ら
回
復
期
へ

～
等
潤
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
～
】

４
階
の
急
性
期
病
棟
に
入
院
し
た
等

慈
さ
ん
は
、
後
遺
症
の
た
め
、
病
室
の

ベ
ッ
ド
か
ら
自
力
で
起
き
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
入
院
翌
日
か
ら
、
理
学
療

法
士
（
座
る
、
立
つ
、
歩
く
な
ど
の
基

本
動
作
能
力
の
回
復
の
専
門
職
）
・
作

業
療
法
士
（
食
事
や
ト
イ
レ
、
家
事
な

ど
応
用
動
作
能
力
や
社
会
的
適
応
能
力

の
改
善
の
専
門
職
）
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

が
始
ま
り
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
は
等
慈
さ
ん
の
身
体
機
能
の
評
価
や

ご
自
宅
で
の
暮
ら
し
方
な
ど
の
様
々
な

情
報
を
把
握
し
、
「
も
う
一
度
、
仕
事

も
孫
の
世
話
も
し
た
い
！
」
と
い
う
思

い
を
尊
重
し
た
目
標
を
設
定
し
ま
す
。

そ
し
て
、
等
慈
さ
ん
と
目
標
を
共
有
し

た
上
で
計
画
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

脳
梗
塞
発
症
直
後
や
手
術
後
な
ど
は
、

意
識
低
下
を
起
こ
す
方
や
痛
み
が
強
い

方
も
い
る
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

は
等
慈
さ
ん
の
不
安
な
気
持
ち
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
「
こ
の
調
子
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
！
」
「
よ
く
な
っ
て
い
ま
す

【
病
気
に
打
ち
勝
ち
家
へ
帰
ろ
う

～
老
健
イ
ル
ア
カ
ー
サ
～
】

等
慈
さ
ん
は
、
要
介
護
３
と
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
車
い
す
移
動
か
ら
、
装
具

と
歩
行
器
を
使
っ
て
歩
け
る
ま
で
に
回

復
し
、
リ
ハ
ビ
リ
で
は
病
院
近
く
の
一

ツ
家
第
一
公
園
の
散
歩
や
新
設
し
た
等

潤
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ラ
ザ
の
見
学
な
ど
、

周
辺
へ
の
外
出
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

だ
い
ぶ
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
等
慈
さ

ん
で
し
た
が
、
帰
宅
後
は
「
部
屋
の
移

動
、
ト
イ
レ
・
入
浴
な
ど
の
日
常
生
活

動
作
が
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
い

と…

」
「
パ
ソ
コ
ン
仕
事
は
再
開
で
き

る
だ
ろ
う
か
」
と
不
安
も
あ
り
ま
す
。

医
師
・
看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ

フ
を
は
じ
め
と
す
る
多
職
種
チ
ー
ム
も

自
宅
で
の
生
活
に
合
わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ

が
必
要
と
判
断
し
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の

介
護
老
人
保
健
施
設
イ
ル
ア
カ
ー
サ
で

リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
と
こ
ろ
、
等
慈
さ
ん
も
ぜ
ひ
そ
う
し

た
い
と
希
望
し
ま
し
た
。
電
子
カ
ル
テ

や
患
者
様
の
機
能
回
復
が
分
か
る
分
析

動
画
が
法
人
内
で
全
て
共
有
さ
れ
て
い

る
た
め
、
イ
ル
ア
カ
ー
サ
に
入
所
さ
れ

た
直
後
か
ら
、
病
院
に
入
院
し
て
い
た

頃
と
変
わ
ら
な
い
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

◇

◇

◇

介介
護護
老老
人人
保保
健健
施施
設設
イイ
ルル
アア
カカ
ーー
ササ

は
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
自
立
や

在
宅
復
帰
を
目
指
す
た
め
、
医
師
に
よ

る
医
学
的
管
理
の
も
と
、
介
護
だ
け
で

な
く
作
業
療
法
士
や
理
学
療
法
士
な
ど

に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
や
、
管
理
栄
養
士
に

よ
る
栄
養
管
理
、
食
事
・
入
浴
な
ど
の

トト
ーー
タタ
ルル
リリ
ハハ
ビビ
リリ
ケケ
アアＯ
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